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漏斗胸形成術と精神的側面の変化について（1）

―53症例の検討―
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53 patients operated upon for their funnel chest, whose mean age at operation was

15.2±6.4years old, were administrated YG inventory to evaluate their personality traits

before operation and follow their psychological changes 6 and 18 months after operation.

The results indicated that they had well adjusted characters rather than pathological

tendency before operation. After operation, there were more desirable psychological changes

in low age group and slightly deformed group. The group which showed poor operative

results changed into introversive personality. We think that it is better for patients to
be operated before school age because of their physical and psychological aspects.
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七農地 :漏斗胸形成術と翰神的側面の変化をこついて 日)

は じ め に

漏斗胸とは,胸郭を形成する胸骨および肋軟骨 ヰ肋骨

の-部が脊柱方向に漏斗状に陥凹している状態をさす2).

漏斗胸は胸郭変形による心肺症状等をもたらすとともに,

成長過程での心理的発達に影響を及ぼし,本来の人格発

展を歪めるものとしても注目されており,わが国では漏

斗胸患者の性格傾向について貝塚3)による報告がある,

そこで,漏斗胸による胸郭変形とともに,胸郭形成術

が心理的側面に及ぼす影響を検討することを目的に,53

症例につき手術前,手術後6カ月 , および手術後1年6

カ月の3時点において YG性格検査を施行した.術前

の性格特性の評価とその変化を追うことを試み,いくつ

かの知見を得たので報告する.

対 象 と 方 法

1. 対 象

対象は1983年から1994年までの間に新潟大学医学部

附属病院形成外科を初診し,漏斗胸の診断で胸郭形成術

を施行された6歳以上の53例で,男性44例,女性9例で

あった.各症例とも精神疾患には曜鹿していなかった.

手術時年齢は6歳より34歳までで,手術時の平均年齢は

15.2±6.4歳であった.

2.方 法

手術は Ravitch変法2)によっておこなった.術式は

原則として13歳未満が第Ⅰ泣,13歳以上が第記法によっ
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た.術前の胸郭変形程度を1度から4度までの4段芦麿で

評価 した.評価は和田の分解9)により,手術の必要の

ない1度から変形の程度に従って度数が高くなるが, 本

対象は2度と3度に属し,4度に該当する者はいなかっ

た.また,術後成績を3段階で評価し,1.良,2.やや

再発,3.全く元通りに変形が再発,と分額したが,本

対象は1.と2.に評価され 3.に敦当する者はいなかっ

た し表 l上

YG性格検査は,新潟大学医学部附属病院精神科外来

心理室において施行 した.YG性格検査は手術前 (手術

時と同年齢),手術後6カ乱 手術後 1年6カ月の合計

3回おこなった.

得られた yG性格検査の結果から,手術前の患者の

性格特性を概観し,男女別,年齢別,変形産別,術後成

績別に比較した.次に手術後の性格特性の変化について

男女別,年齢別,変形鑑別,衡後成績別に比較分析した.

YG性格検査は,120の質問に,｢はい｣｢いいえ｣｢ど

泰 1 手術前の患者の変形程度と術後成療

変形程度 術 後 成 績

1度 0(0.0)1.良 49(92.5)

2度 36(67.9)2.やや再発 4(7.5)

3度 17(32.1)凌度 o(0.0)3.全く元通りに変形が再発 O(0.0)

し〕-Oo

嚢 2 YG性格検査の性格特徴項目と性格棒型

く調査される12の項目)

1.抑うつ性

2.寛骨の変化

3.劣等感

･1.神経質

5.非客観性

6.非協調性

7.攻撃性

8.活動性

9.のんきさ

10.思考的外向

ll.支配性

12.社会的外向

*各項目は20点満点

*10点を標準点としてあり高

得点ほどその健向が強渡る

(分現される5つの性格輝塾〉

2.B頬 (B型 ･R'型･AIう型､)

3.C額 (C型 ･C-型 ･AC型1

4_D頬 (D型･D'型･AD 型1

5.E頬 (E型 ･El型･AF.型)

A頬 :平均型 ;平均的

B短 :暴発型 ;情緒不安定 ･外向･不適応

C頓 :鋲静型 こ情緒安定 ･内向･適応
r)煩 :管理音型 こ情緒安定 ･外向.適応

E頓 :賓人型 こ情緒不安定 ･内向･不適応
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ちらでもない｣の3件法をこよる解答から,性格特徴をあ

らわす12の項目が調査され,そこに示されるプロブイ-

ルによって5つの性格類型に分類される呂)(泰 2).

また,YG 性格検査では12項目の性格特徴が数盈的をこ

算出されるが,小学生用 YG では各項目が8慮満点で

あるので,中学生用 ･成人用の20点満点に換算し直した

数値を用いた.

統計学的解析には.t検定を用いた.

結 果

1. 手術前の患者の性格特性 (表 31

1) 手術前の患者の性格特徴

手術前の患者の性格特敬をあらわす12項目の平均得点

をみると,全対象では ｢社会的外向｣(社交的)が11.2

と最も高かった.慶も低かったのは ｢非協調性｣と ｢支

配性｣の7.8で,次をこ低かったのは ｢非客観性｣の7.9

であった.｢抑うつ性｣と ｢劣等感｣はいずれも8点台

で標準点であるIO点よ･p)も低い値を示した.

全対象を男性群と女性群に分けて比較すると男性群が

凝乳 女性群が9例となり,｢思考的外向｣(思慮不鼠

大雑把)が男性群で有意に高かった.

手術時年齢を術式に従って13歳で区切り,13歳未満を

低年齢群,13歳以上を高年齢群に分けると,低年齢群が

2秒例,高年齢群が33例となった.この二群を比較すると,

｢攻撃性｣が低年齢群で有意に高く,｢神経質｣が低年齢

群で有意に高い傾向を示した.

術前の変形慶評価では2度群が36例,3度群が17例と

なったが,この両群の比較ではどの項目にも有意差は認

められなかった.

手術後の経過は全体的に概ね良好であったが,姿勢不

良などによる再発傾向が多少認められるものが若干例あ

り,経過の評価によって術後成綬良好例49例 (成鱗良好

群)と術後成績不良例4例 (成績不良群)に分けられた.

この両群の比較でも,有意差の認められた項目はなかっ

た.

2) 手術前の愚老の性格醸型の分布 (泰 4)

手術前の患者の性格輝塾の分布をみると,全対象では

A額が31例と殿も多く5凱5%をしめた.次いで多かっ

たのがC額の13例 (24.5%)であった.B額が4例,

D額が1例,E輝が4例であった,男女別,年齢別,節

前の変形鹿別,術後成鱗別でもA額が最も多く,それぞ

れの群で50%以上の割合をしめていたが,両群の比較で

は有意差の認められた性格類型はなかった.

2.手術後の性格特性の変化

手術後の性格特性の変化を教義的をことらえるためをこ,

YG性格梗塞で性格特徴をあらわす12項目をこついてその

平均値の変化を追った.平均値の変化をこ伴って二次的に

性格輝塾の変化屯生じるが,ここでは明確な数量比較が

可能な平均値の変化のみをとりあげた,

1) 手術後6カ月の各群問の比較 (養 5)

手術後6カ月の平均得点を男女別に比較すると,手術

前に引き続き男性群で ｢思考的外向｣が女性群よりも有

意に高かった.年齢別では,高年齢群が ｢思考的外向｣

で有意をこ高く,低年齢群が ｢非客観性｣で有意に高い傾

泰 3 手術前の患者の12項目の平均得点

項 目 全対象 男性群 女性群 低年齢群 高年齢群 軽度群 高度群 成績良好群 成績不良群
(n-53) (n-4射 (n-9) (n-20) (n-33) (n-36)(m-呈7) (m-竣9) (n-4)

抑うつ性 8.8 8.7 9.2 9.1 8.7 9.1 8.3 凱7 9.9

寛骨の変化 9.4 9.3 9.9 9.3 9.4 9.0 10.2 9.3 10.8

劣等感 8.7 8.9 7.7 7.8 9.3 8.7 8.8 8.4 12.3

神経質 9.5 9.2 10.9 10..8 8.事7 9.2 10.I 9.3 11.5

非客観性 7_9 8.2 6牛6 7.9 + I.9 8.0 7.8 7.9 8.0

非協調性 7.8 7.8 7.7 7.5 8,0 7,5 8.5 7.8 8.0

攻撃性 1〔一.5 10,7 9.3 ま2,.2 9..4 10.i lo.6 10.3 12.3

活動性 9.0 8.9 9.2 8.8 * 9.1 8.8 9.2 9.1 7,1

のんきさ 10.9 10.8 11一6 i:～.1 10.2 ll.0 10.6 10.9 10.4

思考的外向 10.1 10.6 7.7LJ 9.6 10.4 10.2 10.0 10.2 9.5
支配性 7.8 凱0* 7.2 8.2 7.6 7.6 8.3 7.9 7.5

社会的外向 ll.2 ll.0 12.3 ll.5 11.0 10.9 11.9 ll.1 12.1

+:P〈O.1,辛:P〈O.05
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豪 産 手術前の鷹､著の YG 性格額型の分布

頓 全対象 男性群 女性群 低年齢群 高年齢群 軽度群 高度群 成績良好群 成績不良群
くm-53) =1-1車 Ln二二か (n-20) (n-33) (n-36)(n-17.) (n-49) (n-4)

A 31 24 7 11 20 19 12 29 2
(58.5) (54.5) (77.8) (55.0) (60.6) (52.8) (70,6) 待9.2) (5郎

B 4 4 0 2 2 3 1 4 0
(7,5) (9,1) (0,0 ) (10.0) (6.1) (8.3) (5.9) (凱2) ( 0)

C 13 11 2 5 8 10 3 12 1
(24.5) (25.0) (22,2) (25.0) (24.2) (27.8) (17.6) (24.5) は5)

D 1 1 0 0 1 1 0 1 0
(2.0) (2.3) (0中0) (0.0) (3.0) (2.8) (0.0) (2.0) (0 )

E 4 4 0 2 2 3 1 3 1

･し )-0占~

表 5 手術後6カ月の患者の12項目の平均得点
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項 目 全対象 男性群 女性群 低年齢群 高年齢群 軽度群 高度群 成績良好群 成績不良群
(n-53) (n-44)(∩-9) (∩-20) (n-33) (n-36)(∩-17) (n-49) (n-4)

抑うつ性 8.1 8.1 8.3 7.7 8.3 8.1 8.0 8.1 8.4

気分-の変化 8.5 8,7 7.4 8.5 8,5 8.8 7.9 8.4 1(一,3

劣等感 8.3 8.0 10.1 8.4 8.3 8.6 7J 8.1 11.5

神経質 8.1 告8 9.7 7.4 臥5 8.1 8.2 8事1 7.9

非客観性 7.7 7.4 8.8 8一.8 年9 7.0 9.1L… ｣ 7:4 -1..3
非協調性 7.9 7.5 9.8 臥0 + 7.9 7,6ヰ 8.7 凱0 + 7.0

攻撃性 9.6 凱5 10.1 10,6 9.1 9.6 9.7 9.8 7一8

活動性 9.0 8.8 9.9 8.9 9.1 8.4 10.3 凱3 5.9

のんきさ 10.7 10.5 11.I ll.ヰ lo.3 10.7 10.8 10.T 10.5

思考的外向 10.3 ll.0 6.9Lm ｣ 8..2 11:6 10.ヰ lo.2 10.4 9.6
支配性 8,0 8.3 串 6,7 7,9 * 8.1 7.7 8中7 8.2 6,3

向を示 した.手術前に低年齢群が有意に高かった ｢攻撃

性｣と,有意をこ高い傾向を示 した ｢神経質｣の項目では,

手術後6カ月では有意差が認められなかった.変形産別

では,高度群が ｢非客観性｣で有意に高い傾向を示 した.

術後成績別では,術後成績不良群が ｢非客観性｣で有意

に高い傾向を示 した.

以上より,手術後 6カ月の時点では,男性群,高年齢

群ではより思考が大雑把となっており,また,低年齢群,

変形高度群,術後成績不良群ではより客観性が低い傾向

が認められた.

2) 手術後 1年6カ月の各群間の比較 (表 6)

手術後 1年6九月の平均得点を各群問で比較 したとこ

ら,男蜜別,年齢別では有意差の認められる項馴まなかっ

た▲変形魔別では,高度群が ｢非協調性｣で有意に高い

得点を示 した.術後成療別では,手術後6カ月の時点よ

+:pく0.1,辛:pく0,05

りも差が認められる項 目が増加 し,術後成績不良群が

｢のんきさ｣で有意をこ低 く,｢攻撃性｣｢活動性｣｢思考的
外向｣で有意に低い傾向を示 した.また,手術後6カ月

の時点で術後成績不良群が有意に高い傾向を示 していた

｢非客観性｣では差が示されなかった.

以上より,手術後 1年6カ月の時点では,男女別,年

齢別の差はなくなったが,変形慶別と術後成績別では差

が認められ,変形高度群で協調性が低 く,術後成績不良

群で東ぎっはな物のとらえ方や活力がより抑えられた様

子が示された.

3) 性格特徴の各群ごとの変化 (泰 7)

手術後の性格特徴の変化をみるために,53例全体で,

手術前と手術後6カ月,手術後6カ月と手術後 1年6カ

乱 手術前と手術後 1年6カ月の平均値を比較 したが,

有意な変化の認められた項目は見い出せなかった.
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泰 6 手術後1年6カ月の患者の12項目の平均得点

項 目 全対象 男性群 女性群 低年齢群 高年齢欝 軽度群 高麗群 成績良好群 成麟不良群
(n-53) (n-4射 (n-9) (n-20) (m-33) (m-3射 (m-17) (n-49) (n-射

抑 うつ性 8.6 8.5 凱4 7.2 9.5 8.4 凱1 8.7 8言

寛骨の変化 8.4 8.5 7.7 7.3 9.0 8.2 8.I 8.4 7 . 9

劣等感 8.5 8.5 8.5 8.0 8.8 8,3 凱 9 8.3 1 0 . 6

神 8,6 8.8 8.1 8.3 8.9 8.3 9.4 8.6 9 . 8

非客観性 ∴3 冒.4 6.9 7.3 7.4 7 . 0 8.1 ∴ 4 6 . 5

非協調性 7,9 7.5 9.8 7.8 8.0 7 . 0 9.9LW ｣ 7 .9 7 . 9

攻単性 8.9 8.9 凱6 8.3 9.2 8.3* 10.i 9 . 2 5 . 0蓋

活動性 8.i 凱3 9.4 7.6 9.0 8.0 9.4 8.. 7 + 5 .書 3

のんきさ 10.8 ll,0 9.9 1〔一.0 11.3 10.5 11.3 ll.1 十 7.0l 壬

思考的外向 10.9 ll.3 8.8 10.0 11.4 ll.2 10.2 l l .. 3 車 6:4

支配性 8.2 凱4 7.3 8.4 8.2 7.7 9.3 8.4 十 5.6

社会的外向 ll.0 ll.1. 10.4 10.8 11.0 10.7 11.5 ll.1 9.3

':i)く0.1,*:pく0.05

寮 7 手術後の性格特赦の変化

11 全対象 LIr-=二53)
全対象 :有意な変化を示した性格特徴なし

2) 男性群 行だ 4射,女性群 (n-9)
男性群 :手術前-手術後1年6カ月 ;｢攻撃性｣+↓
女性群 :手術前一事術後6カ月 ;｢寛骨の変化｣♯↓

3) 低年齢群 冒2歳まで)(n-20),高年齢群 (13歳以上)(n-33)
低年齢群 :手術前-手術後6カ月 汗神経質｣車上

手術前-手術後1年6九月汗攻撃性｣*J
高年齢群 :有意な変化を示した性格特徴なし

逮) 軽度群 (m-36),高度群 (n-ま7)
軽度群 :手術前-手術後 1年 6カ月 汗 攻撃性｣*i
高度群 :手術前-手術後 6カ月 ;｢劣等感了 も

5) 威療良好群 (m-服),成鱗不良群 (n-4)
威購良好評 :有意な変化を示 した性格特徴な し
成療不良群 :手術後6カ月-手術後 1年 6カ月 汗主観的｣+↓

手術後6カ月-手術後 1年 6カ月 汗のんきさ｣+↓
手術前-手術後6カ月 汗社会的外向｣十i
手術前-手術後 1年 6カ月 ;｢攻撃性｣+↓

男女別ではす男子群で,手術前と手術後1年6カ月の

間に ｢攻撃性｣が有意をこ減少する傾向が認められた.女

子群では手術前と手術後6カ月の間に ｢幾分の変化｣が

有意をこ減少する傾向が認められ 手術後1年6カ月の時

点でも減少したままの凍準が維持されていた.

年齢別では,低年齢群で,手術前と手術後6カ月の間

をこ｢神経質｣が有意をこ減少し,1年6カ月の時点では得

点が若干上昇したものの手術前の水準以下を維持 してい

た.また,手術前と手術後 1年6カ月の問に ｢攻撃性｣

が着意な減少を示した.高年齢群では有意な変化を示し

た性格特徴はなかった,

+:p<0.1.*:p<0.05

変形度別ではサ軽度群で,手術前と手術後 1年6カ月

の間に ｢攻撃性｣が有意に減少した.高度群では,手術

前と手術後6カ月の問に ｢劣等感｣が有意に減少する傾

向が認められたが,手術後 1年6カ月では手術前の水準

をこ戻っていた.

術後成績別では,威療良好瀞で有意な変化を示した性

格特徴はなかった.成績不良群では,手術後6カ月と手

術後 1年6カ月の問に ｢主観的｣と ｢のんきさ｣が,手

術前と手術後6カ月の問をこ ｢社会的外向｣が,手術前と

手術後 1年6カ月の間をこ｢攻撃性｣が,それぞれ有意に

減少する傾向を示した∴ ~社会的外向｣は手術後 1年6
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カ月でも手術前の水準以下を維持 していた.

考 察

1. 手術前の性格特性

1) 全般的傾向

53例全体としては,性格特徴をあらわす12項目の平均

得点では,｢支配性｣が低 く ｢客観性｣｢協調性｣をこ富む

様子が認められた.漏斗胸という形態異常が精神面に影

響を与えた場合に高得点であろうと予測された ｢抑うつ

性｣や ｢劣等感｣は漂準点とされる10点以下であった.

さらに,最も高い得点を示 した ｢社会的外向｣をはじめ

として,｢のんきさ｣｢攻撃性｣｢思考的外向｣が標準点

を上回り,本結果から描き出される手術前の漏斗胸患者

の全般的な性格特性は,温和で周囲に配慮すると同時に,

あまりくよくよ考えずに行動する力を持つものであると

いえる.本患者群には精神疾患羅患者がいなかったこと

もあろうが,本患者群は十分な社会的適応カが備わって

いると考えられ,精神病理性の顕在化はうかがわれなかっ

た.

53例の手術前の性格類型では,平均的で偏りのないA

類が半数以上であり,次に多いのが,内向的性格傾向を

有するが適応面では良好な水準を保つC額であった.こ

の結果は,従来言われていた ｢漏斗胸という形態異常が

心理的にストレスを与える結果,不適応をきたしやすく,

年齢が長ずるに従い内向的性格形成に向かう｣9)という

憶向に必ずしも一致 しない.衣服にかくれる部位にある

形態異常は心理面-の影響が少ない7)こと,本対象群

の平均年齢が 15.2歳と性格形成途上にある思春期終了

以前の時期に位置することも関係するだろうが,本対象

群では形態異常がそのまま情緒不安定や不適応に直結せ

ず,概ね正常な精神発達を遂げている者が大半を占めて

いた.

しかし,C類は内向的性格傾向を基本に持っており,

同様に内向傾向を有する性格額塾であるE叛も4例認め

られていることから,漏斗胸患者が内向的性格形成に向

かう傾向は否定できない.また,情緒的安定 ｡外向性 ･
適応良好を示 し横極約にリ-ダ-シップをとるとされて

いるD輝 8)は1例のみであったので,手術前の漏斗胸

患者が外向的性格形成に向かう可能性は認めにくいとい

えよう.

試みをこ,本対象群の手術時年齢が20歳以上であった男

性7例,女性3例,計iO例の性格輝型をみるときA額6

例 (60%),C額3例 (30%),E輝 1例 日0%)であり,

女性3例はすべてA輝に含まれた.従って,手術前の漏
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一斗･胸患者が外向的性格形成に向かう可能性は低いという

上述の傾向は,成人期以降の男性患者でより顕著に示さ

れており,やはり,胸部変形を抱えたまま成人したこと

が関連すると思われる .

2)性差による性格特性

漏斗胸の発生頻度の性差は男女比が約4:1と言われ

ているが,本対象群では男女比が約5:1であった.難

波7)によれば形態異常の心理的影響は男性において問

題になりやすいとされているが,本対象群では,性格特

徴の比較で ｢思考的外向｣が男性で有意に高く,男性の

方が,思慮不足,大雑把な傾向が目立った. 性格類型の

分布では,男性群ではA,臥 C,D,E莞頁のすべてに

分布が示された.女性群ではA額とC緊のみが出現 した

が,これは女性群の対象数が少ないことが影響 している

だろう.

3) 年齢による性格特性

13歳で年齢を区切 り低年齢群と高年齢群として性格特

徴を比較すると,低年齢群が ｢攻撃性｣で有意に高く,
｢神経質｣で着意に高い傾向を示 したが,これは低年齢

群の自我が未熟で発達途上にあることとも関連 していよ

ラ,性格鰐塾の分布では,低年齢群,高年齢群ともにA

棟が半数以上を占め,両群を比較 した場合の各類の出現

数にも顕著な差は示されなかったので,年齢が長ずるに

従って性格傾向に歪みが生 じやすい3)とはいえなかっ

た .

4) 胸部変形程度による性格特捜

性格特徴の比較では変形軽度群,高度群間に有意差の

ある項目は認められなかった.性格類型の分布でも,高

度群,軽度群共にA額が半数以上を占め,冬草の分布の

割合もほぼ同比率であり,変形度による特定の関連は示

されなかった.これは,形態異常の受け止め方には個体

差がある5)ことを裏付ける結果であった.

5) 術後成績との関係

成績良好群と成績不良群の問で,性格特級の比較や性

格類型の分布に際立った差異は認められなかった.術後

成績の評価は手術後におこなわれているので,この結果

を取り上げて考察することは控える.

2.手術後の性格特性の変化

1) 手術後の各群問の比較

手術後6カ月の時点では,男性群,高年齢群ではより

思考が大雑把となっており,手術直後に思考面での変化

があらわれやすいのは男性群と高年齢群であることが示

唆される.また,低年齢群,胸部変形高度群,術後成績

不良群では客観性がそれぞれの対となる群よりも乏しい
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傾向が認められたが,問題となる数億ではなかった.

手術後 1年6カ月の時点では,男女別,年齢別での差

が認められなくなる一方で,胸部変形程度別の高度群で

は客観性がより低く,術後成績不良群では気楽な物の考

え方や活力がより抑えられた様子が示され,胸郭変形程

度と術後成績が心理的変化の差を生み出す要因となって

いた.

2) 手術後の性格特数の各群ごとの変化

男女別にみると,男性群で手術前と手術後 1年6カ月

の間に ｢攻撃性｣が,女性群で手術前と手術後6カ月の

問に ｢気分の変化｣が低下する傾向が認められた.手術

を受けたことによって,男性群では行動がより統制され,

女性群では情緒的安定が少なからず得られたことを示唆

するものであろう.

年齢別をこみると,低年齢群で,手術前と手術後6カ月

の間に ｢神経質｣が,手術前と手術後1年6カ月の間に

｢攻撃性｣が有意に減少 し,低年齢群では手術後に人格

がより安定する方向に変化していることが示されている.

しかし,高年齢群ではどの項目をこ屯変化が認められず,

手術後の精神的側面の変化は性格形成過程で柔軟性をも

つ12歳までの低年齢層に生じる可能性が高く,年齢が低

いうちに手術を受けた方が締神面でも望ましい変化がよ

り期待できるといえよう.

胸部変形程度別にみると,軽度群で手術前と手術後1

年6カ月の間に ｢攻撃性｣が有意に減少し,行動統制力

が強まっていた.また,高度群では手術前と手術後6カ

月の問に ｢劣等感｣が有意をこ減少する傾向が認められた

那, 1年6カ月後をこぼ手術前の水準に戻っており,｢劣

等感｣をこ対する手術の効果は-適性であると思われた.

高度群の ｢劣等感｣を構成する要素は,漏斗胸に由来す

るものだげではないことは十分に考えられるが,本結果

からは,軽度群でより変化が期待できることが示された.

術後成績別にみるとき術後成績良好群には有意な変化

を示した性格特徴はなかった,術後成績不良群では ｢主

観的｣｢攻撃性｣｢のんきさ｣｢社会的外向｣が有意に減

少する傾向を示し,手術後をこ術後成績が不良であると判

明してくるに従って気持ちののぴやかさや行動力が減過

して内向的になる傾向がうかがわれ 術後成績と心理的

変化の関連が示唆された.

3.本報告の限界と今後の展望

手術を受けるということ自体が何らかの心理的な平衡

を破る出来事であるをこぼ逮いないが,今回の報告におけ

る限界は,第-眩,YG性格検査の変化をそのまま手術

単独の影響としてとらえきれない点にあろう.個人的因

子7)や外的環境が YGの変化に複雑に作周している面

を考慮する必要性がある.限界の第二は YG性格検査

が自己記入法である点である.自己記入式の質問紙の場

合には本人の主観的 書自覚的な意識内容のみが反映され

ていることになる.

しかし,本結果の中で,YG性格検査の中でも変化し

にくいといわれている ｢攻撃性｣の因子iO)那,低年齢

群内と胸郭変形軽度群内で有意に減少している事繁は,

漏斗胸形成術の精神面への有効な影響としてとらえうる

であろう.漏斗胸形成術の施行年齢は身体面からみると

3歳以降6歳までが最適であり,心接の位置が正常化し

て呼吸機能および循環機能も改善する2)とされている,

心身両面の結果の分析から5歳以降10歳までを最適とす

る MoTShuisらの報告6)もある.これらの知見に加え

て,手術前後の心理的動揺を少なくするためにも就学前

の施行が望ましいといえる.しかし,就学前の幼児に対

する精神的側面の査定はなされにくいので,本調査の対

象は就学後に形成術を施行された患者群に限定されてい

るが,泰結果の車でも低年齢群と軽度群においてより望

ましい心界的変化が示さ′hてし＼じ

従って,就学後に手術を施行する場合をこぼ,小学校在

学中に,また胸郭変形が軽症であるほど櫓神的側面に有

周な変化を及ぼす効果が高いといえよう.締神発達の援

助という観点から屯,可能な限り思春期以前に手術をお

こなうことが有効であると思われる.思春期心性が加わ

ると外見的な形態異常から二次的に引き起こされる精神

的苦痛が増光し その葛藤に苦しむ危険性も高くなるが1),

精神的苦痛に耐え続けるよりも手術を受ける効用は心身

両面において大きいと LiまIyら項)も述べている.さら

に手術を受けて身体面にプラスの変化があらわれると精

神面にも変化がもたらされるという心身相関的な相乗効

果も期待できるだろう.

ま と め

漏斗胸形成術施行時平均年齢が15.2歳の患者群53例

に,手術前 ･手術後6カ月 ･手術後1年6カ月の時点で

YG性格検査をおこない,術前の性格特性の評価と,手

術に伴う楕神的側面の変化を追跡 した.術前の性格特徴

は心理的適応を優先させる傾向が強く反映されており,

病理性は顕在化されていなかった.術後の変化では低年

齢群と軽度群でより望ましい変化が見いだされた.また,

術後成績不良群では内向性が強まる傾向が認められた.

漏斗胸形成術の施行年齢は,身体および構神的側面より,

就学前の施行が望ましいと考える.
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